
男女共同参画センターだより 第56号

フィフティだより
発行　丹波篠山市男女共同参画センター

令和５年６月21日

日時 	 ７月25日（火）
	 19：00 ～ 20：30

場所 	 丹波篠山市民センター
	 （２階多目的ホール）

　「家庭内での夫婦関係や親子関係、職場での人間関係がしんどい…」「なんとなく生きづらい…」「自分に
自信がない…」。ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。あなたが抱えるさまざまな悩みを女性の専門
相談員(女性フェミニストカウンセラー)がサポートし、心の整理をお手伝いします。

困ったときの相談窓口

7月27日（木） 8月24日（木） 8月26日（土） 9月28日（木）

相談方法　面接面談
相 談 員　女性のフェミニストカウンセラー
　　　　　(NPO法人フェミニストカウンセリング神戸)
相 談 料　無料
対　　象　市内在住、在勤、在学の女性
申し込み　先着順で事前申し込み(３日前まで)
　　　　　(空きがあれば当日申し込みも可)
※一時保育はありません。

①10:00 ～ 10:50　②11:00 ～ 11:50　③13:00 ～ 13:50

申し込み先

男女共同参画センター

☎552-1511
時 間　9:00 ～ 17:00
休 館 日　月曜・祝日・年末年始

相談日

専門機関（フェミニストカウンセリング神戸）による

女性のための悩み相談

令和５年度男女共同参画研修会

アンコンシャス・バイアスを知ろう
～皆が参画しやすい社会を考える～

性
別
で
、
任
せ
ら
れ
る
仕
事
や
役
割
を
決
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

家
事
や
育
児
の
場
面
で
、

役
割
分
担
を
思
い
込
み
で
決
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

誰
に
で
も
あ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と
は
、

自
分
で
も
気
づ
い
て
い
な
い
、
も
の
の
見
方
、
捉
え
方
で
す
。

私
た
ち
の
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
起
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、

自
分
自
身
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
中
に
あ
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
気
付
き
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
生
活
し
活
躍
で
き
る
よ
う
、

日
々
の
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　この制度は、性的マイノリティの方々が、大切なパートナーとともに
人生を歩んでいく上での支援となる制度です。制度の導入により、市民
や事業者の皆さんの性的マイノリティの方々への理解が広がり、多様性
を認め合い、お互いの人権を尊重し合う社会の実現をめざします。
　宣誓要件や申請方法、利用可能な行政サービスについては、市ホーム
ページまたは右記までお問い合わせください。

どなたでも

参加できます！

新潟県生まれ。高校講師を経て、兵庫県立女性
センター(現男女共同参画センター)の情報アド
バイザー、西宮市 男女共同参画センターの専門
職員を歴任。共著書に「性の社会制度－ジェン
ダー・セクシュアリティ・制度－」、「それはあ
なたが望んだことですか」など。

問い合わせ先　男女共同参画センター
TEL.552-1511　FAX.552-1061

講師

小
お

川
が わ

真
ま

知
ち

子
こ

さん

NPO法人SEAN理事長

令和５年４月１日

丹波篠山市パートナーシップ宣誓制度を開始しました

※ ５月２日、この制度を利用した第１号のカップルに、市長から受領証を交付しました。

相談窓口 相談の内容 連絡先 対応時間

男女共同参画センター ・男女共同参画に関する相談
・女性相談 ☎552-1511

火～日曜日
(祝日、年末年始除く)

9：00 ～ 17：00

人権推進課 ・人権相談　・女性のための悩み相談
・性的マイノリティ特設電話相談(要予約) ☎552-6926

月～金曜日
(祝日・年末年始を除く)

9：00 ～ 17：00

畑ふれあい館
・総合生活相談
(人権や生活上のさまざまな相談を受ける
身近な相談窓口。必要に応じて関係機関
へつなぎます)

☎552-4401
日置ふれあい館 ☎556-2850
西紀ふれあい館 ☎593-0093
味間ふれあい館 ☎594-1003
古市ふれあい館 ☎594-1001

長寿福祉課
社会福祉課

・ふくし総合相談窓口
(どこに相談したらいいのか分からない相
談や、福祉の相談を受ける窓口)

☎552-5346
月～金曜日

(祝日・年末年始を除く)
8：30 ～ 17：15

兵庫県女性家庭センター
(配偶者暴力相談支援センター) ☎078-732-7700

年中無休
9：00 ～ 21：00

※緊急時は24時間対応。
兵庫県警察本部
ストーカー・DV相談

☎078-371-7830
(危険な時は110番) 年中無休　24時間

お問い合わせ先
人権推進課(市役所第2庁舎1階)
☎552-6926　FAX554-2332
男女共同参画センター

(市民センター１階)
☎552-1511　FAX552-1061
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【最優秀作品】
・無くそう思い込み、守ろう個性　
　　　　　　みんなでつくる、みんなの未来。

【優秀作品】
・未来じゃなく今創るんだ、「わたし」が輝ける社会。
・あなたにも私にも 等しいチャンスと 活躍の場

　

市
で
は
、
第
３
次
丹
波
篠
山
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
、
政
策
や
方
針
決

定
の
場
で
の
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る

た
め
、「
一
つ
の
審
議
会
な
ど
に
お
け
る

女
性
委
員
の
割
合
を
45
％
以
上
に
す
る

こ
と
」を
目
標
に
女
性
の
登
用
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
、
市
が
設
置
し
て
い
る

63
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
女
性
登
用
率
は

40
・
１
％
で
、
令
和
３
年
度
よ
り
０・
１
％

増
加
、
女
性
登
用
率
が
45
％
以
上
を
達

成
し
て
い
る
審
議
会
な
ど
の
割
合
は
35
・

５
％
で
、
２・
１
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
令（
条
例
）に
基
づ
き
設
置
し

て
い
る
47
審
議
会
に
お
け
る
女
性
登
用
率

は
40
・
６
％
で
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
０
・

６
％
増
加
し
ま
し
た

　

こ
れ
は
、
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、

県
下
で
第
１
位
の
登
用
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
引
き
続
き
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
女
性

登
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

調査年月日 審議会数 うち女性委
員を含む数 総委員数 うち女性

委員の数 女性比率

令和4年4月1日 63 63 1,062人 426人 40.1%
令和3年4月1日 64 64 1,064人 426人 40.0%
令和2年4月1日 68 54 1,128人 285人 25.3%

男女共同参画週間� ６月23日▶29日
　学校、職場、地域、家庭などで、一人ひとりが個
性と能力を発揮して、あらゆる分野で活躍できる社
会を男女共同参画社会といいます。男女共同参画社
会の実現のために、男女共同参画週間を機に「自分ら
しさ」について考えてみませんか。
　期間中、男女共同参画センターでは、啓発のポッ
プを展示します。また、隣接の市民センター図書コー
ナーでは、男女共同参画コーナーを設置しています。
ぜひご来館ください。

　内閣府では「男女共同参画社会の実現と女性活躍の
推進に向けたキャッチフレーズ」を、ユース世代を対
象に募集し、応募総数4,326点の中から以下の作品
が選ばれました。

第２回

男女共同参画
研修会

丹波篠山市の審議会
などにおける

女性登用率
県内�第１位

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ

パ
ン
関
西
」理
事
長
の
櫻さ

く
ら

井い

一か
ず

宇た
か

さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
改
正
育
児
介
護
休
業

法
が
施
行
さ
れ
、
男
女
ど
ち
ら
も
が
、
よ

り
育
休
を
取
得
し
や
す
い
雇
用
環
境
の
整

備
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
、
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
や
男
性
の

育
児
休
業
取
得
促
進
の
た
め
の
イ
ク
ボ
ス

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
櫻
井
さ

ん
は
ご
自
身
の
子

育
て
や
地
域
活
動

の
経
験
か
ら「
男

性
の
家
事
育
児
参

加
は
、
地
域
課
題

解
決
に
向
け
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
一
番
ピ
ン
で
あ
り
、『
Ｄ
Ｖ
・

児
童
虐
待
』や『
介
護
離
職
』だ
け
で
な
く

ひ
い
て
は『
人
口
減
少
』や『
地
域
活
性
化
』

『
男
女
共
同
参
画
』に
も
つ
な
が
る
こ
と
で

あ
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
企
業
の
管
理
職
な
ど
、
約
50
人
の

参
加
者
か
ら「
男
性
の
育
休
推
進
は
ボ
ス

(

上
司)

の
理
解
が
大
切
」「
育
児
し
な
い
男

性
は『
い
く
じ
な
し
』と
い
う
言
葉
が
胸
に

刺
さ
り
ま
し
た
」「
世
代
間
・
価
値
観
の
違

い
、
め
ざ
す
企
業
・
職
場
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
」な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
11
期
女
性
委
員
会
も
３
月
17
日（
金
）

で
第
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
役
所
職
員
か
ら「
自
治
会

管
理
施
設
に
対
す
る
補
助
制
度
」や「
自
治

会
の
法
人
化
」、「
高
齢
者
等
買
い
物
支
援

事
業
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
、
補
助
金
に
つ
い
て
の
質

問
や
自
治
会
の
公
民
館
に
併
設
さ
れ
て
い

る
遊
具
の
安
全
性
、
万
が
一
事
故
が
起
き

た
場
合
の
補
償
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
、
そ
の
後
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、

地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
市
政
に
対
す
る

提
言
に
向
け
、研
修
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

第
１
回

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
レ
ン
ジ
ポ
ッ
ト
を
作
ろ
う

第
５
回

　

第
11
期
女
性
委
員
会

　

丹
波
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ア
レ
ン
ジ
ポ
ッ
ト
を

作
ろ
う
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
認
定
園
芸
療
法
士
の
植う

え

西に
し

惠け
い

子こ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
木
の
実
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
オ
ア
シ
ス
入
り
の
カ
ッ

プ
に
自
由
に
挿
し
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
ア
レ
ン
ジ
ポ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

　

12
人
の
参
加
者
か
ら
は「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
」「
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
た
」「
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が
ら
幸
せ
な

時
間
で
し
た
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
お
楽
し
み

に
‼

「無くそう思い込み、守ろう個性　みんなでつくる、みんなの未来。」

審議会女性登用率推移
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